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応用① 50 MHz，1 A出力の
RFパワーアンプ

● 回路のあらまし
　写真1に試作した基板を，図2に回路図を示します．
　入力インピーダンスは50Ω，出力はBNCコネクタ
に直結です．電源電圧±20 Vのとき，負荷抵抗18Ω

までフルスイングできます．
　SDピン（シャット・ダウン）とONピン（リセットお
よび短絡保護）にVEE ＋5 Vが必要なので，3端子レギ
ュレータ78L05で作りました．3〜5 Vのツェナー・
ダイオードでも十分です．
　SDピンは使用しないので，VEE ＋5 Vに接続して
います．ONピンは，LM358を使ったパワー ONリセ

● 市販OPアンプのいろいろと守備範囲
　現在市販されているOPアンプの分布図を作って
みました（図1）．
▶︎汎用OPアンプ
　5 V単一電源から36 V（±18 V）くらいで動作する
もので，出力電流は10 mA程度です．電圧ゲイン
が0 dBになる周波数帯域は30 MHzくらまでのもの
です．一般的にOPアンプといえば，この種をイメ
ージします．代表的な品種は4558，LM324，TL072
などで，最近は低電圧動作のCMOSOPアンプが多
くなってきました．
▶︎高速OPアンプ
　電源電圧12 V程度までが多いですが，中には
36 V動作が可能なものもあります．周波数帯域が
広いものでは1 GHzにおよぶものが入手可能です．
出力電流は50 Ω負荷を駆動することが多いことか
ら，汎用OPアンプよりサイズが大きく，100 mA
程度のものが多くなっています．ディジタル通信の
普及にともない新製品がどんどん増えており，新し
いものほどコスト・パフォーマンスが有利です．
▶︎パワー OPアンプ
　電源電圧数十Vで100 mA以上の出力電流が流せ
るものです．周波数帯域は1 MHzくらいまでが多く，
電源やオーディオ・パワーアンプ，モータ駆動など
に 使 わ れ て い ま す． 代 表 的 な 品 種 は，LM675，
OPA548などで，中には10 A以上の出力電流を流
せるものもあります．
▶︎高圧OPアンプ
　電源電圧 100 V 以上で使えるものです．Apex 

Microtechnology 社 の 製 品 が 有 名 で， 電 源 電 圧
1200 V（±600 V）で動作するものもあります．出力
電流は10 mAから100 mA程度のものが多く，数A
流 せ る も の も あ り ま す． 周 波 数 帯 域 は 1 M 〜
100 MHzですが，スルーレートが高いため，ひず
みなく大振幅を出力できます．

＊
　本稿で紹介するADA4870（アナログ・デバイセズ）
は，高速OPアンプとパワー OPアンプの中間的な性
質を備えています．この出力パワーでこの速度という
のはかなり斬新なものです．モノリシック構造なので，
従来のハイブリッドICに比べて安価な点も魅力です．
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図1　市販OPアンプの守備範囲
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